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今年は何をやっても、 「今世紀最後のJと いうビツクな

形容詞のつく、スケールの大きな年です。私は今世紀最後

のあぶらむ通信を時間に追いかけられながら書いています。

今世紀中に書き終るでしょうか。皆様にはお元気でお過ごしのことと思います。

師走を迎えたこの時季にしなければならない作業に、敷地●道路の落葉集めがありま

す。そのままにしておくと濡れ落葉になって車がスリップしたり、また朽ちかけてくる

とやっかいな代物になつてしまうのです。はき集める量は半端なものではなく、高さ3

メートルはどの月ヽ山があつという間にできてしまうのです。t、卑しい私は、 「これがお

札だったらなァー、一万円札、いや千円札、いやいや一円札でもいいからJと 、そんな

ことばかりを考えなカツ,落葉集めをしている私です。この時ばかりはタスキにたまされ

たいと真剣に思うのです。

昨年、あぶらむの早での体験学習のために炭がまをつくりました.幸 運なことに か

まをつく|:が敷地内からとれたので、私はパワーショベルで、■味をおびたかま十を掘

りおこしました。その時おどろいた事は、落葉が腐ってできた腐葉上の黒上を取り除こ

うとしたところ、何と黒十の厚さはたったの4ヽ 5セ ンチほどでした。黒 卜の部分、けっ

こうなりみであるだろうと、意気込んでショベルのバスケットを入れた私でしたが、そ

のあまりもの薄さにびっくりしてしまいました。たった4ヽ 5セ ンチの腐葉卜が出来る

ために畿 |‐年、いや幾百年単位の時間がかかつているのです.自 然のたゆまない連々と

したギ|みの前に、私はただただ頭をたれるしかありませんでした。

私たちが集めた小 1のような落葉は木工所から||る木くずや牛フン、腐らせた家庭の

生ゴミ等々とまぜあわされ、野積され、やがで立派な堆肥となって畑に還元され、健康

色の野菜となつていくのです。この1+季の落業集めは、あぶらむの食卓をにぎわす健康

野菜づくりの大切な仕事なのです。

先日BS放 送をみていたら、201t紀は 「戦争と破壊の世紀」であったと語っていまし

た。これはどの大量殺裁、大量破壊が行われた畦紀はかつてなかつたと.l"6年 、終戦

のよく年に生まれた私、戦争はもうおこらないという雰囲気の中 (三度とおこしてはな

らないのですが)、 戦争とは無縁な平和状態の中で育ってきたと思つていたら、 1戦 争

と破壊Jの ただ中に育っていたことを知って、少なからぬ衝撃をおぼえました。考えて

みれば自分の成長の横に朝鮮戦争があリベ トナム戦争があったわけですから。

今年の大きな喜びの一つは、報道写真家の石川文洋さんとお会いできたことです。こ

の寒い飛騨地区にも沖縄からお嫁にいらつしゃつた方が20数名いらっしゃり、沖縄県人

会が結成され、その集まり場としてあぶらむを用いてもらっています。県人会の今年の

総会で石川文洋さんの講演会が催されたのです。石川さんのライフ ワークはベトナ′、

戦争を中心とした 「戦争と人間Jで す.特 にその 1写真記録ベトナム戦争Jは 、ベトナ

ム独立記念館に常設展示されているように、ベトナム政府によつて公認された 「戦争と



人間Jを 深く写し取った、見る者の心に深く問う力作の数々です。ベトナムやカンボジ

アの戦場で幾千幾万の人間の残虐な死を見てきたにもかかわらず、厳しさの中にも石川

さんの目は温かく、やさしいのです。聖書の中に 「柔和 (プラウス)Jと いう言葉があ

りますが、これは苦しんで苦しんで苦しみ抜いた者のみがもちえる何ともいえない穏や

かな表情をいうのですが、石川さんの表情はその 「プラウスJが ぴつたりするように、

私は思いました。沢山の沢山の死をしっかりと見つめ続けてこられたからなのでしょう

ね。1965年から
"年
までアメリカがベトナム戦争で使用した爆弾、砲撃の総弾薬量は1,

127万7千 トン。この数字はアメリカが第二次世界大戦で使用した弾薬量610万余 トン

の約 2倍、日本爆撃16万1.425トンの約67倍、広島型原爆の6511発分に相当する量です。

これだけでもベトナムヘの攻撃がいかに激しいものであったかがわかります。こんな残

酷にして大規模な殺職と破壊を横目に、私たちは 「平和Jを 謳歌してきたのです、 「戦

争」などないかのように。

今年10月、初めてのあぶらむスタッフの研修旅行をもちました。最近、韓国からの訪

間客も増えたことがあつて、よりよい韓国理解を求めて計画しました。私としては韓回

の 「独立記念館Jを うちのスタソフたちに見せたかつたのです。そんな中で初日、趙牧

師のお宅ヘタ食に招かれました。お互い言葉が不自由なため、趙牧師は力説したいとこ

ろは筆談されました。その中でこんな会話がありました。 「韓国人戦争歴史多観。未来

希望的現像見願」。彼のこの一言は、私の′し、に大い楔を打ち込みました。 「戦争等過去

の歴史における様々な出来事をしつかりと、はっきりと見ることは大切。しかし、これ

からはそれらを踏まえて未来に対してどのような希望的働きを提示できるのか、これか

らの韓日交ruの中で、そのような希望的現像を見ることを願う」と趙牧師は話したので

す。 今世紀最後のあぶらむ通信です。しかし、 「戦争」だけは今世紀で最後にしなけ

ればなりません。もうすぐ訪れてくる21世紀という新しい世紀の始まりの中で、私たち

あぶらむの会の働きが、細やかながらも 「未来にむけての希望的現像」として提示でき

るよう、これまで以上に努力していきたく覚悟を新たにしています。来る21世紀、もう

少しはじけてみようと思つています。一層のご支援をお願いいたします。皆様にはどう

ぞよいクリスマスを、そしてよいお年をお迎え下さいませ。平安をお祈りいたします。

2000年12月

あぶらむの会 代表 大 郷   博

: 2001年 第6回 子供から大人までのネパールの旅、参加者募集  :
:     期間 2001年3月25日～4月5日  お問合せ あぶらむの会     :



あぶらむにはまじめな不良がよく似合う

私立高校教諭 丸 山   恒

「いち、にっ、さん、それ一っ lJ
ザブーン、バンャン !「やったなあ―J
これが、私がネパールで受けた洗礼であった。高校生のときに受

けた洗礼の水がどうも最近かわいてきているせいか それとももう
一度こびりついた罪を洗い流せということか、第二の洗礼を浴びて

しまった。いや、やがて聖なるガンジスにつらなるトリスリ川で今

身に水を浴びるということは、ヒンズー教徒になってしまえという

沐浴だったのか?
一昨年 「子供から人人までのネパールの旅Jに 参加しようとした私は、どうしても仕

事のやりくりがつかず、人郷さんに無理をいって、 日遅れての参加を認めてもらった。
カトマンズの空港に着くと、llえの車をひたすらたらせて、やっと本隊に合流できたと

きは夕方だつた。すでに一日のラフテイングを終えた皆は、河原の砂地にテントを張っ

てキャンプの準備をしていた。私はラフテイングというものがどんなものであるか理解

しておらず、天竜川下りのゴムボート版ぐらいに思っていた。その書1には皆テントにロー

プを張って、濡れた衣服を乾かしている。旅行のときいつも着替えをあまり持っていか

ない私は、 「気を付けなくっちゃJと 純情にも思つたものだった.

翌朝いよいよ三手に分かれてゴムボートに乗り込み、 |メロ11さん、ちょっと練習しま

すJと いわれて川の中ほどまで進んだころ、いきなりlilllすべき我がメンバーどもが私
の手足をムンズとつかみ、ボートから放り投げたのである.そ の模様が最初に記したイ「

様である。
そうか、これ力=あぶらむ流の旅行か、第 の発見であった。

人郷さんが戦聞状態でもないのにみずから川に入つている.な にやら,し、地よさそうな

顔をしている、 「ああスッキリしたJと の言葉ですべては r解 される。そのあと彼は、

それがいかにt 地ヽよいことであり、いかなるテクニツクを要するか、楽しそうに語る。
いや、それだけではない。
この旅のハイライトのひとつに、神が住むといわれる聖なる山マチャプチヤレと8000

mの 成容を誇るアンナブルナ山塊を間近に望める、ガンドルンめざしてのトレッキング

がある。このとき大郷さんはルンギという、巻きスカートのような民族衣装を着用する。

それはたしかに歩きやすそうだし、涼しそうだし 実用的に見える。しかし、腰に巻き
つけただけのようなものだし、高低差のあるところを大股で歩くわけだから、どうして

も麗しきお御足がチラッ チラッと覗いてしまう。 「イヤん、見ないで|と口ではいう

ものの、どうやら 「見せたいJら しい。
そうか、彼はお尻から脚にかけての美しさに自信があるらしい、第二の発見であつた。

ネパールでお十産を買おうとすると、基本的に値段は交渉で決めなければならない.

始めのころ、あまり自己主張できないで高い買い物をしていた子供たちが、次第に身振

り手振り、カタコトの英語を使つて必死に値切るようになり、やがでその駆け引きを楽

しみ、その成果を誇るようになる。水牛やロパの糞があちこちに落ちている道を歩き、

時にはお腹の具合が悪くなりながらも、子供たちはどんどん遅しくなり、活力に満ちで

くる。
頭デッカチになつてヨロヨロしている我々が、 「生きているJと いうこと 「命Jと い

うものを皮膚で感じとり、少しでも捏しくなれるようなキャンプを日本でも実現できな
いか、少し前から大郷さんと話し合っていた。その具体案が検討されたのは昨年のネバー



ルの旅も最終段階、バンコクの空港レストランで

お別れのビールを飲みながらであった。大郷さん

たちは関西空港へ、私は成田へと帰る飛行機の待

ち時間である。 3泊 4日 で木の一生をたどろうと

いうことになり、植林  ド草刈り 間伐枝打ち

伐採 製材 木を使つたもの作りおよび炭焼きと

いう流れを考えた。日本に帰つてから大郷さんはギッ

クリ腰で入院するというハプニングに見舞われな

がらも、炭焼窯を完成させ、森林組合の協力も取

り付けて、その年の夏、第一回あぶらむの里艤 キヤ
ンプ 「木の恵みJは 実施された。季節的 技術的

な制約からひとつふたつ実現できなかった企画iもあったが、その代わり稲ワラを叩いて

柔らかくすることから始まったワラジ作りのおまけもあり、不良中 (老)年 どもには古

川の町でビール片手にアユの塩焼きを賞味するおまけもあつた。いや、そんなことより

も、スパイク付きの地下足袋をはいて、炎天下汗をダラグラ流しながら下草を刈り、昼

食のおにぎりを10個以上食べていたであろう中3の悪ガキトリオがなんとも頼もしかっ

たのを憶えている。

今年の夏は宮山高専教授の寺田さんご夫妻の協力で、なんと富山湾にヨットを浮かベ

クルージングを楽しむことができた。 「山から海へ」と題し、海辺のテントで 泊。食

料は■山の恵みとして野菜をあぶらむから持つていき、タンパク質は海で現地調達。 「近

くに魚屋さんはあるかな?」 と弱気になりながらも、なんとかそのお世話にはならずに

済み、去年焼いた炭は申し分ない火力を与えてく
れた。帰りのコットで海につかり、大郷さんがな

にやら心地よさそうな顔をしていたことは言うま
でもない。

「今一番したいことはなに?」 と聞けば、ほとん

どの生徒が 「寝た―い」と答える。豊かになり、

なんでも簡単に手に入る社会で 「生きがい」は手
に入りにくくなっている。だれでもが高等教育を

受けられる社会で 「学ぶ意味」を発見することは

難しくなっている。人並みであるために学校へ行

あぶらむの里にできた炭ガマ。出てき

た炭を切る者 次のカマの単材を用意

する者。皆で汗を流しての体験学習。

あぶらむプログラム 「山から海へ」。
目指すはlt登半島の大境港。

き、一方的に詰め込まれる授業に生徒たちは疲れている。

ネパールでトレッキングをするとき、ポーターが我々の荷物を一人約∞キロを担いで

登つてくれる。たぶん一日500円ぐらいの日当を得るために。その中に16 7歳 の少年

がいることもあるし、その少年に体調を崩して背負われ、山を下つた同年代の参力Π者も

いた。カトマンズにあるヒンズー教の聖地パシュパテイナートでは、今日も薪を井桁に

組んで火をつけ、死者を茶昆に付けている。それを対岸から眺めている大勢の観光客と、

その一人である自分。これらの体験を通じて何を想い、何を考えるか。ここに教育の一
つの姿がある。あぶらむの里体験キヤンプでは、自然とぶつかりながら我々の先輩たち

が積み上げてきた知恵と技術に触れることができた。文部省も総合学習と称して、教育

を狭い学校キヤンパスから広げようとしている。それが小手先に終わらないことを願つ

ているが、ともかく教育が学校という閉鎖空FRlだけで完結できた時代は終わつた。あぶ

らむの活動は、そんな学校に多くのフイールドとアイディアを提供できるだろう。

そうか、II間はようやくあぶらむの目指すものに追いついてきたらしい、第二の発見

である。
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自然サマーキヤンプ

立教新座中学校 高等学校チャプレン 大 橋  邦 ―

1"7年夏、単身私は大郷さんを尋ねたちょうどその日は、ある女千人のキャンプ中で、

見学させていただけた。その時、人郷さんは倒木を指さしながら 「ほら、あの倒本を見

てご覧。根を見ると、浅く横に広く延びてるでしょぅだから冬の雪などの重みで簡単に

倒れてしまうんだJと 言われた。私はこの話が大変印象に残り、翌1998年夏、この何も

ない、夜には深い闇に包まれてしまうあぶ
',む
の上で 生徒たちが自然に触れ、自然と

隣人と共に■きることを学ぶ 「山トナ体験学習Jを 始めた。はじめは教Itl員と生徒の有志

で、学校からの予算はゼロ、教職員も参加費を‖|し、準備は手弁当、生徒も教職員もみ

んないらキャンパーの意・.lで始めた。時計を外し、炎天 卜で 草ヽメリリをして
ヘトヘト

その夜小雨の中を約2時 惜1のナイト ハイク、翌日は約 5メ ートルの占}"橋 から 凍る

ように冷たい川へ飛び込んだ.ハ ラハラドキドキ、感flの3,自4 1だ ・,た

:I年、1999年よ、リピーターの高校生中心に彼らの白■1■をユ重したキヤンプとなっ

た 私も1年 |とは

"1分
違い、気楽に参力」できた 地元の森林‖合の方々と

'1球
大会も

|1来た。結果、わが 1ヽ教チーZ、は■ltも教職,1もコールドゲームだ ,た 11後 の晩にみ

んなで千作りしたコンサートはとても温かいものだった llに  1,校 31141諸■の男111

コーラス、人tl lさんのトランペット、そして |あ■́1,む 家|の仮lt行列には11がよじ

れるほど実い転げた 仏もカールおじさんでヒートルズを絶叶1してしまった.

2(XX)年夏、本に

'H校

した、1教和i月●|・′校の41徒たちにも呼び掛け 中学高校の ‐貫し

た学1交行

'と

して 「r然 サマーキャンプJと なった 参力|イも全体として約10名ばかり

増えて33名になり、半数が中学生だ.恐 るべし||“′■。疲れることやめんどうくさいこ

とをL手に手を抜く反直i、遊ふときは際限なく遊ぶ.こ の、のびのびしたところは大切

にしたいが、中学生と言えども、自分たらで力1恵を||しイ、い考え、人人に頼らず白|,lbl

力して何かを成し遂げるという経験が必要かと思う.

さて、現地でわかつたことだが、中学生に人気だったのはまずFL虫採集である.い つ

か彼らと蝶の標本を作りたいと考えている.ま た、川遊びも彼
',は
人好きである。今年

は休耕Шに水をはリドロリンピックをした.み んな熱く盛り上り、熱く成りすぎてルー

ル無視の騎馬戦人将戦をして後で|ヒ,,れた。その後、あ

ぶらむ前の川を遡ってはみんな歓声をあげた`,1∫より感

動的だったの よ下中:刈りをしてきた山の百木たちが、こ

の3年 「・lで 3倍 から4倍 に大きく成長して
いることだっ

た。 3年 間も続けて、ここに来ることができて、そして

あぶらむの自然とそこに生きる人たちに迎えられて、本

当に幸せだと思う。

ドロリンピックの一輪車競争.   ぁぶらむの良き、まだまだ工夫できるところ、課題な
押手は校長先生 先生 生徒の

どもはっきりしてきたようにも感じる。今、それを■集信頼関係抜群です。 「先生もっ
と速くおしなョ J       にまとめている。これまでの恵みに感謝して、■にこの



体験学習を成長させていきたいと願っている。それでは、最後に中学 1年生の感想を紹

介したい。これを読まれた方、ぜひご感想をお寄せください。特にこうした体験学習に

関心のある方、実行されている方、お待ちしています (kOhashiC■kkyO nelp)。

●ここの宿合は普通の宿合とliって、自分の家のように,8ごせるところがいい.

つはじめ来たときは驚きでいっぱいでした。

近くにコンビニがない。でも、ご飯もとでも

おいしい。たべたことのないにがうりもたベ

たのでよかった。

●時言がないけれど、そのおかげで時間をた

くさん感じることができた。キャンブフアイA'―

で新しい中歌が覚え′,れた。電気をつかうも

の力■まとんどなくて不使だけど自然といっしょ

に牲
',す
のもいいと思つた,

■ド中ス|りはカエル、バッタ、カマキリ、へび、  トロリンピック ′`一卜‖騎馬戦.

オニヤンマ カフト2、シ (♂
')力
ヽ てヽ楽しかっ 迫力満点でした.

た.
(川 で体をi先ったとき、最初ははずかしくて ようお、くをぬげなかつた

Cな によりも
'十
1‖がない4 Ⅲだつたので 111の流れJを ゆ ,́くり感 じることができま

した でも、やっ|より
'↓
:が あった方がt いヽなと感 じました

,僕がこのィ占に来てとても|●いたことは、オニヤンイやクワガタが部llに入ってくス,こ

とl→
‐

0と つても こまんも窄気もおいしいけれと、ちょっと虫力゙大きかったり、きょう■た ,

たりして人へんだった.6年 これた
',い
いななんて思ったりしています これからもこ

んなlFJ口iがら、えたらいいなって思っています。

●・l校′卜のお
'こ
さんは3年生だか

',、
もう今年しか会えないけれと いろいろしゃべっ

たらして楽しかつた

●1卜はとつても暑くなつたけど、朝や夜は昼の暑さがうそみたいにとてもすずしくなつ

てい|,て、いつもエアコンをつけていたけどエアコン無しもいいと思・,た。

●」(が//く、処J里するのが大変だつた。 ド草刈りは、 トケのついた本が足にあたったり

日光がとでも強かったりで大変だった。ご飯がとでも美味しかった。 ドロリンピノクで

はドロの 卜にイiがあって、とてもいたかった.11の水力`とでもきれいで冷たかった。

つ大自然の中、都会ではあまり見かけなくなつてしまったカマキリ、カプトムシ、クワ

ガタを見れてよかったです。またアプやハチもいましたがスズメバチ、アシナガバチ、

クマンバチの野生を見たのは初めてなので怖いながらじっと見つめていました。 ドロリ

ンピックの後の小川の水はとても冷たかつたので、その後の風呂がとでも気持ちよく人

れました.休 み時間には高校生と一緒にトランプでいろいろな事をして 楽 しかったで

す.下 中:刈りの後の豚汁や果物はとてもおいしかったです.



子供から大人までのネパールの旅文集より

5回 目を迎えた2000年子供から大人までのネバールの旅は、28名の大家族となりまし

た。小学校 1年生の父子など ユニークな混成でした。ネパールの大地と風に触れた参

加者の感想をお届けします。

手摺にもたれ岳がすすりitいています。 「どうしたの?Jと 聞き

ましたが、何も答えてくれません。まだ心の整TIがつかず 本人も

何故涙がlLらないのか|り断力'つかな
い様子です。どうしようもなく

私には、Irの頭を撫で続けるしかありませんでした.泣 いているli
の姿を見て、何故だか岳も成1にしたなと思えてイ[方ありませんでし

た。この事は、心が成長する時のジレンマみたいなものだったのか

もしれません。FAl西■際空港でみんなと別れた後の1'です この―

件で今日1の旅が、11にとってどんなに楽しく 心に残った旅だった

かがよく分りました。思わすもらい,Iき→るところてした

ネパールヘの情れはわL分呂
‐か
',あ
,́て 行けるチヤンスもあった

のですが、のびのびになり、今IJや ,と

'が

かな ,́てネパール旅イ,
に参力‖させてもらえました しかもr供と 格に!私 は、人郷t411山i破はありました

が、あぶらむの宿を知りませんし 今Flのツアーのり千も先■tI か
',μ
‖く迄は、知りま

せんでしたてその1語の内容からとんなツアーなのか少しはJイ,tて いたけれど、でもま ,́

たく いや全然私の想像していたツアーとは■う素‖占
',し
い ,ヽυ)でした 1 行ヽ機で質可

にイ子くと|:うよリ タイノ、マシンに乗ってl・去に行く そんなllた,たように
'よ
いま|.

ゆつたりとした時閾Iの流れの 、  がこんなにも充実した11が,1れ こんなにも長く

楽しいものだったとは… |り然とする思いでした た1‖tとしたネバールのt・Pi街、殿然
とした■■の数々、41き41きとした日の輝きを1+つ「千共た

'′
 ι々と,イルιる1l ll[人で

厳しいアンナブルナの  々 人間の生死をも超泄した■教徒のt化、そのどれもがflの

心を掴んで離さず胸を締めイ寸けるような、それていて,し、の底か
',‖
き|がるワクリクし

た気持ちをエネルギーに変え続ける不思議なものでした そしてこの旅で忘れてな|,な

いのは、一緒に参加しておられた多くの人人や子供たちです 規切にしていただいたお

かげで岳も随分甘えるもと力■1来、みんなが作ってくれた輪び)中、体当たりでいろい/,

なことに挑戦 し、1尚み、一歩ずつ成長

していきました。この文集をお借 りし

て、御札を言わせていただきたいと思
います。本当に、ありがとうございま

した。そして、この旅を企画、運営 し

ていただいた大郷先生や、あぶらむの

皆さん、旅をサポー トしてくれた現地

のスタッフなど、みんなに協力してい

ただいたおかげで、安心と安堵の旅が

出来、この旅を充分に堪能できるもの

にしてくれていたのを、忘れるわけに

はいきません。機会があれば是非 い

つかまた、参加させていただきたいと

切に希望します。

象の入浴介助もいつのよにか水かけ合戦.川 向こう
のジャングルに野生のサイや トラがいるチ トワン自

然公園です。

串 間 千 秋
(パ′0



べ ⌒

川くだりが、すごく画自かったです。
ホテルに

'自

まったのが、面白かったです。
ジープで、ジャングルに行ったのが面白かったです。

象の水遊びが、面白かったです。
空港も楽しかったです。
猿寺も、面白かったです。
のはりも、画自かったです。

串 間 岳

朝、鳥の声がたくさん聞こえる、ほのぼのとした国.レ ンガ色と

上色の国、ネパール.ど 、父やElと一緒に暮らしていた頃の様な、
なぜ力」れかしさを感じます (久し振りに、お母さんに会ったような
…)。 ネバールの空に向かって天国のお母さんに、 「今、ネパール

に来ているよ―Jっ て心の中で叫びました。
ネバールの人達の生活の様了を見ていると、身近な幸せの風景を

見ている様です。ネパールでよく見るのは、外でみんなでゲームを

したり、十の上や4.l子に座って何人かで話をしていたり、その側で

子供が遊んでいたりするところです。あれ !今日は何11日?ネパー
ルの人は材い日中仕事をして疲れた頃、体感にお、つと外に出て (チ

ェスのような?お はじきのような?)ゲ ームの台の所に行くと、あ
つという間に仲間が集まって、ゲームが始まる

')し
いです.時 間がゆつくり流れている

様な、ほつとする様な風景です。歩いているとすぐlWlを、ニワトリ?の 親アがトットツ

トノと 列になって走つていく。アヒルPヤ ギ、11、人が llいや鎖につながれずに、み
んなのびのびとして見えますて,その反山|、ヤギヤ喘が道のすぐ横で解体されている所も

限に人ぅてきてワッ|とも思ったけど、あ―こつちの方が自然なのかな一と感じました。
ネバールに行うてくると、お金をそんなに力■ナずに、ほのはのと′し、あつたかい生活を送つ

ていきたいな一という気持ちが、強まつてくる様な気がします。

象乗り、ラフテイング、 トレッキング、ネパールの人の,と、が伝わってくる様なダンス
…いろいろありました。ラフテイングでは、みんなでキャーキャー言つたり…。最初は、
「私 水に濡れたくないわJと いう雰囲気の、たまひめ号のみんなが ほとんどの人が、
とうとう水の中へ入つて泳ぎました。ふつと振り返ると、高木さん、音川さん、忍さん、
みんないたず

',つ
Tの 様な、むちゃくちゃ面白い表情になつていて、ワツ!とlli倒され

ていたい みんな次から次へと、自分から川の中へ入つていきました。まつたく、ラフ

テイングは、みんなの′し、を子供に戻してくれるんですね。
人郷先生、尚ちゃん、アショカさんと一緒に、象の上で揺られながら、風景や綺麗な

鳥を見ながら、いろいろ話すのは、贅沢な時間でした。チトワンのおみや岬■さんでは、

無理に 「これ買って !J「 あれはどお?Jと 言わないおじさんで、私がハンコを見てい

たら 「ハイ1この紙とスタンプインキで試してみて、ゆっくり見ていっていいよJと 言つ

てくれました。これは嬉しかつたです。おじさんの言葉にあまえて、時間を忘れてしゃ
がなこみ、ハンコを選びました。向かい側のC DFEさんからは、ネパール音楽が流れて

きます。ああいいな―こんな時間。スタンプ屋さんは、向かい側のCD屋 さんの音の大
きさを、もう少しFげてくれるといいな、と思つている様です。 「いつも、いつもだか

らね―Jと 言っていました。そこでハンコを沢山買って、おじさんおすすめの、ネパー

ルの花の本を 冊買つてきました。封筒や、便箋に押してもいいな―。…書いていると
(後から気づいたら)t、だけネパールに旅していました。
トレッキングの時、カランコロンと書のする、ロバの運送屋さんとよくすれ違い不思

松 山 奈都子



川に入ったついでに トイレもPこ のラフ

ティングで全員一つの家族となってしま

います。

議な感じでした。山小屋では、小中学生と忍さ
んの買い物に熱中している姿が、なんとも楽し

そうでした。チベットの人と、だいぶ交流した

みたいです。あやとりまで始めていたな。ガン

ドルンで、朝、山力流麗に見えた時は、嬉しかっ

たです。山登りの国ネパールで、 トレッキング
ができたなんですごいな―。
早朝、カトマンズを歩いていたら二人の子供
が道端で寄り添つて寝ていました。え―こんな

寒い所で (朝晩は少し冷える)寝 ていたの―と

思つて、通り過ぎていつてずつと歩いて帰って

きたら、まだその二人は、道端で寄り添つて寝
ていました。お父さんとお母さんはいないのか

な―。ゴミを集めている子供もいた。いろいろ大変だな―。
日本に帰ってきて、ネパールの人にあたたかくして貰った事を思い出します。カトマ

ンズの空港で会った、面僣l見のいいおばさん。早朝の話し相手になってくれたバン屋さ
ん。学校に行けない子供の支援をしているウベさん。買い物につきあつてくれたアシヨ

カさん。誰かが買つた小さなバイオリンの様な楽器を一所懸命に直してくれたお兄さん。
シェルパの人違etc 。
今回の旅行は28人と大勢だったけど、なんだか大家族の様なアットホームさがありま

した。関西空港で、みんなと別れる時の岳君の 「もうみんなと別れちゃうの～」って言つ

ているような?後 ろ姿が、Fp象的でした。なぜか懐かしいネパールに行つてこれてよかっ

た。身近な幸せを感じてこれてよかつた。28人の大家族で行ってこれてよかった。ぼ―つ

とすると上しい判断ができにくくなり、人に心配をかけたり、迷惑をかけがちな私、た

まに短気な私、あつちぶつかり、こっちぶつかり、できるだけ修正をしながら、身近な

にのぼのとした時間を大切にしていきたいです。久し振りの大旅行の、洋ちやんもすご

く楽しんでいた様です。めでたし、めでたし。そして私の′し、には、ネパールの牧歌的な
ほのぼのとした雰囲気が、すごく残っています。

地元 「岐阜新聞Jの 「素描欄」に、拙文を寄せることになった。
自分を、あぶらむの会づくりにかり立てていつたものは何だったのか、 しばし自分のこれまでをふ
りかえるよき黙想の一時が与えられたようでした。ご実読下さい。

あぶらむの会代表 大 郷   博

旅 で 出 合 っ た 光 景
「感動」という心の農えは人を育て、時には大きな力を与えてくれる。
ネパールの首都カトマンズ、中世そのままの街並みアッサンを歩いていた時のことで

ある。黒山の人だかりの中から 「デンデン、デンデン」と小さな太鼓の音が聞こえてき
た。何事かと、私もその人だかりに入つてみた。その時の光景は、私の′し、に一つのくさ
びを打ち込んだ。
両手両足とも付け根から切断された胴体だけの、それも盲目の大道芸人が、地べたに

あおむけになり、その口に 「デンデン太鼓」をくわえて、首を振りながら太鼓を打ち、

肩と尻を使いながらいざつていた。足代わりとなつている肩と尻の皮膚がぶ厚くひび割
れしているのが、破れた衣服から見えた。私はその光景に激しく打たれた。

「人間、こうまでしても生きれるんだよ。いや、生きるということは、こういうこと

なんだよJと 、その人は体を張って私に教えているように思えた。

そばで親方が、空き缶を持って投げ銭を集めていた。私は彼の体を張った教えに感謝

して、少々多めの銭を投げ入れた。すると親方が何か言つた。多分、 「このだんな、お

前にたくさんの祝儀をはずんでくださつたぜJと 言つたんだろう。その芸人は顔を輝か



せ、一段と激しく体を揺すり大鼓を打ち鳴らした。忘れられない光景である。
長い人生旅路の中で、一度や二度は試練に直面する時がある。また、なければ人生の
深まりはないと思う。その試練は、自分一人の力で乗り切れるものではない。そんな時、
これまで出会った 「人生の良き旅人たちJや 、旅で出合つた光景などが不思議と大きな
力を与えてくれる。自分の旅としての人生をしっかり歩むために、 「感動Jと いう心の
震えを大切にしたい。

旅 の 伴 侶
40歳という年は 「キケンJな 年齢である。それまでの生き方を変え、夢を実現したい
という思いが強くなつてきた。だが職を離れるということは死活l・l題。夢へのIIL戦か現
状維持か、私の悩みは深かった。4人 の子供を抱えての夢への挑戦は、野たれ死にと背
中合わせのllでもあった。
そんなl.l と々したある日、 「何をそんなに悩んでいるの。あなたの両方の親を見なさ
い。あなたはその中間の年.あ なたにもできますJと 、わが女房がさりげなく言った。
「私の両方の親J。 私の父は48歳の時、富 11の空襲で令財産を失った。lo人の家族を
抱えての再出発。女房の父親は32歳で失明、lt争など多難な時代 9人 の家族を抱えて
の古難の人生だった。 「あなたはゼロから再|1発した親を両手に持っているのだからあ
なたにもできますよJ。 この一言は私に大きな大きな力を与えてくれた。
私はこの体験から、結婚式のスピーチで花嫁に 「このリリのために ll 代の71セリフ
をはいてやってくださぃ|と頼む。名セリフというものは偶然にしてはけるものではな
い。相手が何を考え、何を求めているか、不断の観察と配慮が求められる。その中から、
人の転機につながる名セリフが生まれてくる.
女房の名セリフによって新たなステージに押し‖|された私、人間腹が決まれば後は簡
単。退路を断てば前に進む通しかないので迷うこともない。何よりも旅の伴侶がいると
思うだけで足取りも軽くなる。
英語で 「さよなら」を 「グッド バイ」という。語源の 「ゴッド ビ ウィズ ユー」
(神があなたとともにありますように)を ‖る人は少ない。人1酎、 「共に在る」という
実感―、旅の伴11を持つと́し、lllい.旅 する大きな力である。

旅 の 終 わ り
初めての随筆、不安のうちに書き始めた 「旅|も終わりにきた。終わりの話としては
少々下ネタだが、お許し願いたい。
1980年から数年、ネパールで実験農場を経営した。そのためネパールヘは頻繁に通う
こととなった。
ネパールのトイレは自然一体型. トイレと名のつく場所はなく、 「この大地がそれJ
である。彼らは空き缶に水を入れ、野に出かける。事が終われば左手に水をためおしり
にかける。ウ|シ ュレットの原型である。私はといえば、かさばるトイレットペーパー
を日本から持参。何年たつてもネパール式には抵抗があり、できなかつた。
そんなある日、 「気持ちがいいですよJの 一言に誘われ、挑戦することになった。彼
らのようにわずかな水で、というわけにはいかず、貴重な水をバケッに用意した。
左手に水をためおしりにかける。何度も水をかけ、手でぬぐった。その時、何とも言
い難い気持ちになった。それまでは汚い物としてふき捨てるようにしていた私。自分の
身体の中の日の当たらない所で、こんな仕事をしてくれている部分があったことを初め
て実感した。私は 「ありがとう、ありがとうJと 言いながら何度も手であきなでた。何
か深いところで自分と和解できたかのような、安らいだ不思議な気持ちだった。それは
実にそう1央な気分だった。
宿屋のキをしていると、いろんな人から相談を受ける。その中で一つ感じることは、
自分と 「和解Jで きている人は多くないということである。人生で受けた傷や受け入れ
難い現実など私たちはいろんな自分を背負っている。しかしそれらすべてが私である。
それらを認め、受け人れる時、本当の私の人生旅路が始まるんだと、私は思つている.



ⅢⅢⅢ寄付者一覧 ('99年12月 1日～'00年 11月 30日 )Ⅲ Ⅲ‖‖ⅢⅢ‖ⅢⅢ‖Ⅲ‖‖l

磯貝澄美子/金 子美祢子/松 岡和夫/東 京聖テモテ教会/金 澤泰三/原 川恭一/森 ロト

ミ/牛 雀千賀/越 日信/増 山ふみ手/』 登正子/野 崎久子/小 畠誠p1/株式会社アリミ

ノ (田Ft兵二)/形 部賢/浜 中好美/二 和哲了/中 西 E己/森 本光牛/松 FT秀子/進 藤

武/小 金井聖公会/熊 谷 綱/鈴 木豊子/今 関公雄/三 沢悠子/市 川秀 /4日 寿子/吉

岡邦英/清 水秀明/加 倉井佳子/木 村秀子/吉 田修/八 代洋子/島 田信弥/梶 原恵理子

/朝 比奈誼 時了/紅 林みつ子/官 占聖ヤコブ教会/山 岸勇一郎 悦子/福 日詩郎/中

村芳枝/高 島宮美江/長 谷川秀司/佐 倉淑子/宮 山聖マリア教会/水 野洋子/鈴 木正■

/柳 下功/池 崎静t /山 崎俊樹/山 崎美貴手/笹 4節夫/荒 井優仁 彩月/倉 石昇/市

川聖マリヤ教会/渡 辺直明/江 見淑子/千 葉復活教会/工 藤真喜了/日 島義信 静子/

山形 (上林由利)/久 保田彰/和 田恵子/斉 藤洋明/寺 田信 /遠 IIIマi/田 中良明/浦

和諸聖徒教会/福 岡女学院中学高校宗教部/萩 原康宏/小 里チ成手/円 居久枝/永 原111Fl

/高 瀬留美/稲 IH昌子/柳 川ハル/1田 敏り1/久 田広了/1HI尚 子/本 間勇ど/栗 原千

代/長 Ft文雄/湯 日啓一/祈 りの家教会/常 見十代/鵜 川雅行/東 車 r/柏 聖ァンデレ

教会伝道所/中 山雅子/鈴 木茂男/財 満研太郎 由美子/伊 藤栄 r/木 村常昭 秀r/

谷市 :/小 林理子/小 林賢 : 仕 i/午 腸とも/岸 井孝司 ミツ「/卜 畑幹/富 城11リサ

正子/自 木晃/京 都埒:光教会有志/沖 縄り,t人会高|1支部/坂 本ど弘/酒 井一俊 貞了

/岐 宇バプテスト教会/大 城専次/森 紀日 教 1/石 地豊蔵

‖‖‖l新規会員 ぐ00年 11月 30日 現在)Ⅲ ‖ⅢⅢ‖‖‖Ⅲ‖ⅢⅢⅢ‖‖Ⅲ‖ⅢⅢ‖Ⅲ‖‖

i:佐見一直/池 田iH毅/宮 本龍子/河 瀬 利/小 島敏弘/秋 山ll 逸子/中 村勝博/宮

城正ll・ 正子/松 山佳弘 奈津子

■●●●|●●‐●●●|●●●●●●●●●●●●●●●●‐●●●●●‐●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、
|

《「あぶらむの会」について》       :

「あぶらむの会」は旧約聖書創世記に出てくる、信仰の父アプラハムの旅立ち :
の前の名前、 「アプラム」に由来しています。それによれば、彼はその内的必然 :
性故に、安住の地を離れて 「行く先知らずして」旅立ちました。全てに対してあ 1

まりにも安定を求める今日、私たちは旅としての人生に臆病になり、旅に必要な :

能力を欠いているように思われます。                    1

「あぶらむの会」は、自己の人生に果敢に挑戦し、人生の良き旅人を育てるた |
め、それに必要な訓練や出会いの場を提供してゆくことを目的としています。  1


